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＜当期決算＞

・前期比で増収・減益

・計画比で増収・増益

・特別損益が前年比１億円減少

・結果、四半期純利益 前年比９２．１％で着地

・当期、持分法子会社１社を連結子会社としたことによる影響あり

3



＜総資産増加の要因＞

・季節要因により１４１億円増加

・物流センターの新設等により有形固定資産が５９億円増加

＜純資産増加の要因＞

・利益剰余金の増加

・有価証券評価益の増加

＜自己資本比率減少の要因＞

・純資産増加も、季節要因・有形固定資産の増加等により総資産が大きく増加したため
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＜キャッシュ・フロー＞

・営業活動、投資活動、財務活動以外に、

持分法子会社１社を連結子会社としたことにより４億円増加

＜投資活動の要因＞

・有形固定資産の取得等
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＜売上高＞

・前期比１５７億円増加

（主要因）

・前期の仮需反動がなくなったことにより３０億円増加

・持分法子会社１社を連結子会社としたことにより２６億円増加

・組織小売業との取引拡大等により１０１億円増加
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＜ビール・飲料類増加の主要因＞

・概ね夏場の取引が好調

＜冷凍・チルド増加の主要因＞

・持分法子会社１社を連結子会社としたことによる影響
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＜エリア別売上高＞

・全国的に前期比増加
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＜売上総利益＞

・前期比９億円増加

（主要因）

・持分法子会社１社を連結子会社としたことにより５億円増加

・取引拡大により３億円増加

・物流関連の採算改善に努め１億円増加
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＜販売管理費＞

・前期比８億円の増加

（主要因）

・持分法子会社１社を連結子会社化したことにより４億円増加

・物流費が４億円増加

・物量の増加等から配送コスト、庫内作業に関わる経費が増加

・今後もコスト環境は厳しいため、業務・作業効率改善への意識を高め、

「コストの節約・削減」「無駄なキャッシュアウトの削減」を推進
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＜営業利益＞

・前期比１億円の増加

（内訳）

・売上総利益９億円の増加

・販売管理費８億円の増加

＜経常利益＞

・前期並み

（主要因）

・持分法子会社１社を連結子会社としたこと等により、営業外損益１億円の減少
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＜純利益＞

・前期比１億円の減少

（主要因）

・経常利益は前期並み

・前期に株式売却益等を計上し、特別損益１億円の減少
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＜中間配当＞

・計画どおり３５円

・前期比で増収減益も、当初予定どおり売上・利益の計画を達成したため、１円増配

・期末配当も３５円とし、年間で前期比２円増配予定
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＜１６年３月期の見通し＞

・今後の消費動向は不透明であり、通期見通しを据え置き

・下期も計画達成に向けて、重点施策を推進

14



151515

＜１６年３月期ミッション＞

・「コンプライアンス」と「安定収益の確保」

＜重点施策＞

・特に、新しい商品の発掘・開発、企画提案力向上に取り組み、

新たな価値創造へのチャレンジを推進



＜地域産品プロジェクト＞

・発掘した商品を「おいしい」「自信をもっておすすめしたい」を基準に厳選する、

「ＩＳＣベストセレクション」を企画し、営業ツールとして活用

・地域産品のニーズが高まっており、独自の品揃えとして商品の発掘を継続

＜オーガニック＆ナチュラル for Beauty＞

・ビューティー＆ヘルス市場は年々拡大

・「オールナチュラル」「非遺伝子組み換え」の商品の調達・品質のチェックを推進

・独自に調達したココナッツオイルの売上は、

昨年１２月の発売からの１０か月累計で２．１億円

・「機能性オイル」等、世界で注目されている商品を独自ルートで日本に調達し、

市場のニーズに応える、商品の供給・売り場企画を継続
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＜ブランド商品開発＞

・質を重視する消費者に向けた「商品開発」と「取引拡大」を推進

・商品開発として、「モスバーガー」と新たに契約し、「モスまん」を生協限定商品として発売

・今後も、健康志向の商品開発を継続

・冷凍ギフトが好調で、取引が拡大

・紅虎餃子房（べにとらぎょうざぼう）の餃子セットは、当期中元で１３，５００セット受注

・今後、クリスマスケーキ、おせちに加えて、冷凍ギフトのアイテムを拡充し、提案強化

・新規販路の開拓として、昨年１０月に業務提携した「アイケイ」と連携し、

同社が得意とする無店舗販売ルートへの提案を推進
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＜ＵｐＴａｂｌｅ＞

・前期にグループ会社化

・プレミアム食品（ノベルティ）事業として、ギフト市場１７兆円のうち約６兆円を占める

「セールスプロモーション領域」での事業創造に取り組む

・当社の商品調達機能、商品コンテンツ（ギフトカード、ブランド商品）

を掛け合わせた、セールスプロモーション向けの企画提案を推進

＜アイケイ＞

・前期に業務提携

・両社の販売ルートへの相互提案に取り組む

・当社が調達・開発した酒類・食品のアイケイ無店舗販売ルート向け提案や、

アイケイの健康志向のオリジナル商品を、当社量販店ルートでの提案を推進



＜ギフト事業＞

・独自のギフト企画・商品開発を強化

・個食ニーズへの対応として、３点お好きな商品を選んで贈ることができる「逸品重ねギフト」、

プレミアムギフトとして、数量限定で特別に仕込んだシリアルナンバー入り「純米大吟醸生原酒」、

その他、冷凍アソートギフト、産直ギフト等を新たに企画

・オリジナルカタログの出荷個数は前期比１０２％に拡大

・下期から、経験のないアルバイトの方でもギフト受注に対応できる「ギフトプラスシステム」の稼働、

オリジナルギフトの取引拡大に向けた「ギフト総合センター」の移転・設備投資を進め、

ギフトを取り扱っていない小売店や、職域ルート等の新たな販路開拓に取り組む
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＜ギフトカード事業＞

・ノベルティ・ポイント交換向けの提案を強化

・要望の多い、「オリジナルデザインカード・専用商品交換ページの作成」

「低単価ギフトカードの開発」をスタート

・「クレジットカード会社を中心としたポイント交換プログラム」

「食品メーカー・小売店の販促キャンペーン」

「自動車ディーラー・新聞販売店・保険会社・予備校等の成約記念」等、

様々な要望に向けて提案

・ＵｐＴａｂｌｅとも連携しながら、セールスプロモーション市場における事業拡大を推進

20



＜物流＞

・マテハン投資・計画入荷等による生産性の向上を推進

・従来の「人が物を取りに行く」作業を、物を人がいるところまで運ぶ

「定点ピッキングシステム」を構築し、作業員を５４％削減

・既存センターでは、４店舗分を同時にこなすマルチピッキング端末の導入拡大、

計画入荷による入荷作業の削減・平準化等による、ローコストオペレーションを推進

・１６年３月に、東海地区で既存２センターを再編し、「中京物流センター」を新設
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＜創業１３０周年＞

・２０１６年２月に創業１３０年

・２０１６年５月３１日・６月１日に東京国際フォーラムで、

伊藤忠食品１３０周年展示会を開催

・テーマ「ＦＯＯＤ ＶＯＹＡＧＥ（フード ボヤージュ）」

・サブテーマ「伝統と革新、そして未来／ＩＳＣｔｏｗｎ」
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